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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第3回院内研修の出欠結果が出ていますので、各自確認して下さい。
・松川　順子様～昨日アップルハートより連絡があり、8/10(金)11:00～11:30に金銭管理を行うので、担当者に立ち会って欲しいとの連絡がある。月々の支払いやお小遣い分のお金が渡される予定。

・スタッフの異動に伴い、今月分からの月報担当者が変っています。また、新しい担当は今月の経過から作成となります。
・掛端洋之様、上野千奈津様の退所時要約の作成。担当スタッフはアップロードが済んだらメールで良いので小嶋SGMに報告して下さい。

・自分の担当分の経過、疾患別、転倒・転落等の評価が最新のものがアップロードされているかを確認し、8/24まで小嶋SGMに確認終了の報告をして下さい。
・医療福祉学会　演題募集について、8/31(金)までに一度SGMへ提出して下さい。

・お盆期間、物流が止まる可能性があるため、消耗品の発注は早めにするようにしてください。

・インストラクターの高橋氏より
デイナイトケアの水曜日のエアロビクスについて、今までは1階で行っていたが鏡を使わない内容となっている為、2階作業指導室で行っていけるか相談がある。利用者様の移動の負担軽減にもつながり、参加しなかった利用者様も参加しやすくなると考え、次回8/15(水)からは2階作業指導室で行っていく。利用者様に伝達して下さい。

・第2回昇級試験の案内
　　8月28日(火)～8月30日(木)　3日間　
場所：メンタルケア病棟3階会議室　試験時間：17:30～18:30
申込期限：8月8日(水)～8月14日(火)17:00
対象職員：上級及び中級受験資格者
申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒■昇格試験申込■

※受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告をお願致します。
・8/24(金)青陽館の避難訓練がある。入浴は午前中に済ませてもらえるよう利用者様に伝えて下さい。デイナイトケアの板橋利美様の誘導に関して担当医へ伝えている。本人は「ゆっくりだと階段降りれる」と話しおり、誘導時は転倒に気を付けましょう。

＜研修案内＞

・8/8(金)19:00～　ADHDに関する研修　場所:パークホテル
・8/22(水)､23(木)院内研修　17:30～18:30　場所:メンタル3階会議室

テーマ：｢精神保健・障害者総合支援法（行動制限）｣　講師:西舘　翔子PSW
＜各種締切＞

・8/10 7月経過記録

・8月中　LASMI等の評価、転倒転落アセスメント

＜青陽館利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊様～今朝までの薬の空包は全て揃っており、本日の昼食後薬も忘れずに持参している。午前の作業療法のプログラムでは居眠りがあり、周囲の音にも反応せず眠っている。午後の参加状況も観察していく。

・我満奈津紀様～本人から連絡がある。8/3(金)不正出血があり、交際相手に付き添ってもらい、八戸赤十字病院婦人科を受診したとのこと。その際、薬が処方されず、以前貰った処方薬が足りなくなる可能性があり、青明舎からは病院に確認するよう助言を受けたと話している。本日は、不正出血の原因を検査してもらう事と薬について確認してくるとのことで通所は欠席すると話している。その後連絡があり、婦人科受診の報告ではなく、同院禁煙外来科にて禁煙治療薬（チャンピックス）を処方され服用していたが、「気分が落ち込む。泣きたいくらい。うつっぽくなる人もいるって聞いたけど、わたしがそうだったみたい。やめたほうがいいかな？」と話している。医師と相談するよう助言している。
・川口八寿子様～来所後、「眠い」と話しており、テーブルに伏している。眠気が強い様子で居眠りをし、プログラムに参加出来ていない時がある。
・松川　順子様～特定相談支援事業所「青明舎」の相談支援専門員　澤口氏から連絡がある。退院後のデイケア利用回数の確認と地域定着支援を進めた方が良いかの相談と確認がある。地域定着支援については、本人に必要な支援であると伝えている。

・磯島　貴広様～本日午前中はトイレにこもることはなく、精神症状の変化も特に見られない。

デイナイトケア

・千葉　輝夫様～昨日15：15頃トイレに行っており、15分程経った後トイレから出て作業指導室に来ているが、ズボンが尿汚染している。洋服や中履きの替えがないため息子様へ情報提供し、その後、息子様が来所し着替え等を持参している。今後オムツを着用させ様子を見たい旨を話しており、デイナイトケアにも替えのオムツを用意し、尿失禁あった際には履き替えて欲しいこと、しばらく様子を見て失禁がなかった際にはパンツに戻す予定であると話している。
本日息子様が、千葉様送迎のタクシーの後ろについてきており、千葉様がタクシーから降りる所から青陽館の玄関に入り、中履きを履いている所を携帯電話で撮っている。自力歩行が徐々に困難になってきた様子を話しており、他施設の利用を検討中とのこと。今朝はトイレに行き、ズボンを下げている最中に尿失禁していたと話す。息子様より、プログラム参加状況を見たいとのことで、午前中の運動療法、座学のプログラムを見学している。排泄時に介助が必要と思われるので、その際オムツへの排泄の有無も確認していく。引き続きデイナイトケアでの過ごし方を観察し、変化等あった際にはご家族や関係機関に情報提供していくこととする。
・鈴木真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日の帰荘後自室にいるため声掛けすると15分程ホールで過ごしており、その際、外を見ている様子があったが、外出・帰宅要求等の訴えはなかったとのこと。本日のデイナイトケアでは、外を見ていることや、コップを持ちながら歩いていることがあるが、問題なくプログラムに参加している。昼食後「ぱっとしない」と体調不良を訴えており、バイタルサインは、血圧123/63ｍｍHg、脈拍82回/分、体温36.5℃。静養室の利用を希望し休んでいる。

・吉田キクエ様～青風荘より情報提供があり、膀胱炎の症状について、「おしっこはでる。薬飲んだら良くなってきた」と話しているが、膀胱炎の処方薬が切れることを不安気に話している。再受診に行く予定を伝えると安心していたとのこと。
・津嶋イチ子様～青風荘より情報提供があり、昨晩19：30過ぎに鈴木真知子様の部屋に入っており、外泊中に購入してきたファンデーションを見せていたとのこと。理由を尋ねると「ファンデーション見せて欲しいって言われて」と話しており、日中にそのような会話をしていた様子であったとのこと。
ナイトケア

・若松　邦生様～現在、一緒に仕事をしている身体障害者の利用者に対して、若松様が昼食時に食事の準備を手伝っていることと就労先のスタッフの事について相談がある。就労先のスタッフは、若松様が手伝っている事を知らないため、手伝う為に近くに立っていると、”なんでここにいるの？”というような顔をされるとのこと。その他に、休みをもらいたい時に希望を伝えると、その際の返答も気になる事を話している。昼食時は「こっちは善意でやっているのに、手伝うの止めてみるかな」とも話しており、手伝っている事を話すことは考えているか聞くと、「そのスタッフにはあまり言えない。身体障害者の人が言ってくれるのが一番いいんだけど」と答える。自分が手伝わなければ、スタッフが手伝うと思うと話しており、気を遣って無理に手伝わずにしてみる事を提案すると、「そうですね。」と話している。次回来所時に、その後の状況を確認することとしている。
・成田　早希様～（デイケア利用者）昨日ナイトケアに本人から電話連絡がある。「今年の1～2月頃、特定支援相談員の都合でモニタリングの日時が変更になり、そのことを謝罪されたが、作業をしながら謝罪されたことにマナー違反であると感じて腹が立った。その後も、まじめな話をしているのにマスクをかけて話していたり、作業をしながら、にらみつけるような表情をしてくることがあった。先日、特定支援相談員に会う機会があり、自分の気持ちを伝えようと思ったが伝えられず、伝えられない自分にも腹が立った。17日に会うため、今度こそ伝えようと思う。自分の事も嫌になるし、被害的になって会うことが嫌にもなるから。」と話している。今度は伝えられそうなのか問うと、「無理だと思う」と話している。紙に書きだすなどして頭の中を一度整理することや、口頭で話すことが難しそうであれば紙に書いて渡すことも出来るのではないかとアドバイスすると、「それいいですね。やってみます」と話している。何かあればまた連絡するよう伝えると、了解し電話を切っている。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　木村　義重　様）

実施日：H30年8月8日（水）13：30～14：00

検討内容：現状と目標の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：馬場
	氏名
	木村　義重　様
	性別
	男
	年齢
	63
	生年月日
	S30年4月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	肝機能障害･低カリウム血症･甲状腺機能低下症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

	本人希望
	病気を再発せずに生活を維持していきたい

	家族希望
	同上

	入院歴
	計10回（最終：H18年1月24日～H28年7月2日）

	通所歴
	1回目

※今回：H30年4月17日～現在（週/月～金曜日）

	その他サービス利用
	・青風荘の利用(7/1より)

	住居：青風荘
	家族構成：3人兄弟（長兄）



	利用制度
	障害基礎

年金1級
	
	自立支援医療　利用中

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、生活を維持する
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。病状の変化に適切に対応できるようになる。
	①-1服薬を欠かさずに行う。
	①-1来所時にスタッフは服薬状況を確認する。飲み忘れがあった際には、スタッフに話し、状況の振り返りを行う。話し合い、本人が実践しやすい対処法を提案し、確実に実践していく。

	
	
	①-2自身の病状の変化に、気付くことが出来るようになる。
	①-2自身の病状悪化のサインを知り、自覚できるようになる。スタッフは病状変化の有無を観察し、変化がある際は自分で気付くことができるように声をかけて現状を伝えていく。

	
	②日中の活動性を向上、維持する。
	②プログラムに積極的に参加し日中の活動性を維持、デイケア利用日外での活動性を向上する。
	②プログラムに参加し、知識の向上や日中の活動性の向上を目指す。スタッフは本人の生活状況を確認し、デイケア利用日外での活動を確認、本人が出来る内容での対処法を提案し、本人は実践していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①-1服薬を欠かさずに行う。
	・青風荘の利用開始に伴い、デイナイトケア利用となる。その際に青風荘での生活に慣れるまでは薬の管理はスタッフが行っていた。
・8月になり、薬を自己管理するようになっている。現状忘薬なく経過している。
	忘薬に関しては現在問題ないが、今までスタッフ預かりにて管理していたこともあり、忘れてしまう可能性がないわけではないと考える。今後、忘薬等あった際には、再発しないよう対処法をスタッフと考えていく必要があると考える。

	①-2自身の病状の変化に、気付くことが出来るようになる。
	・病状悪化のサインとしては、過去の入院直前の様子では、苛々感・易怒性・衝動性、意欲低下・無気力等がある。
・退院後、上記状況になった事はないと話しており、デイナイトケア内でも同様の様子は窺えていない。
	現状、青風荘やデイナイトケアにて問題となる行動はなく経過している。引き続き再発しない為にも、自身の病状の特性等を把握することで自力での予防が出来るよう引き続き計画を継続する必要があると考える。

	②プログラムに積極的に参加し日中の活動性を維持、デイケア利用日外での活動性を向上する。
	・プログラムへは自発的に参加しており、途中退席や不参加はない。
・栄養指導や日常生活動作など、生活上で役に立つ勉強に関して興味があると話している。
・上記のような生活に役立つことを学ぶことを本人は希望している。
	本人の興味のある活動を行うことによって、デイナイトケアや青風荘での生活のモチベーションの維持や、病状悪化を防ぐことにもなると考える。意欲低下や無気力といった病状の悪化にならないよう継続が必要と考える。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、生活を維持する
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。病状の変化に適切に対応できるようになる。
	①-1服薬を欠かさずに行う。
	①-1来所時にスタッフは服薬状況を確認する。飲み忘れがあった際には、スタッフに話し、状況の振り返りを行う。話し合い、本人が実践しやすい対処法を提案し、確実に実践していく。

	
	
	①-2自身の病状の変化に、気付くことが出来るようになる。
	①-2自身の病状悪化のサインを知り、自覚できるようになる。スタッフは病状変化の有無を観察し、変化がある際は自分で気付くことができるように声をかけて現状を伝えていく。

	
	②日中の活動性を向上、維持する。
	②プログラムに積極的に参加し日中の活動性を維持、デイケア利用日外での活動性を向上する。
	②プログラムに参加し、知識の向上や日中の活動性の向上を目指す。スタッフは本人の生活状況を確認し、デイケア利用日外での活動を確認、本人が出来る内容での対処法を提案し、本人は実践していく。


